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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
は
、新
年
の
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
市
に
も
冬
の
使
者
で
あ
る
白
鳥

が
飛
来
し
、凛
と
し
た
寒
さ
に
包
ま

れ
る
中
、本
年
の
市
政
運
営
に
向
け

て
一
層
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

本
市
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
た
に「
ひ
だ
ま
り
タ
ウ
ン
よ
ね
や

ま
」を
宅
地
造
成
整
備
し
、分
譲
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
ボ
ー
ト
競
技
参
加
国

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
や
全
国
規
模
の

ボ
ー
ト
競
技
大
会
の
誘
致
を
は
じ
め
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
強
化
合
宿
な
ど
を

支
援
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、長
沼

ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
整
備
し

た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、当
施
設
の
利

活
用
に
よ
る
選
手
の
競
技
力
向
上
、

長
沼
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
は
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
オ

サ
ベ
フ
ー
ズ
様
、エ
ス
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
東
北
様
の
本
市
へ
の
立
地
が
決

定
し
、食
材
の
宝
庫
で
あ
る
本
市
の

産
業
振
興
や
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。さ
ら
に
、子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
一
層
軽
減
す
る
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
拡
大
し
、子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、女
性
が
家

庭
、職
場
や
地
域
で
、元
気
に
い
つ
ま

で
も
生
活
で
き
る
よ
う
女
性
会
議
を

設
置
し
、女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
加
え
、住
ま
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
住
宅
取
得
な
ど
に
よ
る
移
住

者
や
定
住
者
の
支
援
事
業
に
よ
り
本

市
に
移
住
さ
れ
た
人
は
、平
成
30
年

10
月
末
で
２
１
４
人
と
な
り
、な
お

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、本
市
に

と
り
ま
し
て
は
非
常
に
喜
ば
し
く
明

る
い
話
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中

で
、本
市
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現

す
る
た
め
、行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
な
が
ら
、市
民
皆
さ
ま
の
目
線

で
、皆
さ
ま
が
主
役
で
あ
る
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、市
民
生
活
の
根

幹
を
な
す
医
療
体
制
の
整
備
を
は
じ

め
、安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
実
現
に
向
け

た
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

私
が
、市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、本
年
で
３

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、こ
う
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、今

後
も「
人
口
減
少
対
策
」「
産
業
振
興
」

「
地
域
医
療
の
充
実
」「
教
育
振
興
」

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
効
率
的

な
行
財
政
運
営
」の
７
つ
の
重
点
施

策
に
よ
り
、将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

着
実
か
つ
果
敢
に
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

市
長熊谷盛廣

Kumagai Morihiro
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
は
、輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
史
の
30
年
は
、激
動
・
激
変
の

時
代
で
し
た
。ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩

壊
に
よ
る
東
西
統
一
、多
発
す
る
テ

ロ
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、日
本
で

は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
、東
日
本
大
震
災
、福
島
第
一

原
発
事
故
、自
然
の
脅
威
と
災
害
に

よ
る
不
安
と
い
っ
た
悲
劇
の
時
代
で

し
た
。

　

一
方
で
、パ
ソ
コ
ン
、カ
ー
ナ
ビ
、

薄
型
テ
レ
ビ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
、高
度
な
技
術
革
新
は
私
た
ち
の

生
活
の
あ
り
よ
う
を
大
き
く
変
え
ま

し
た
。

　

本
市
は
、平
成
17
年
に
新
た
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
14

年
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
年
号
を
迎
え
る
本
年
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
検
証
し
、本
市
の
未

来
を
し
っ
か
り
築
く
意
志
と
実
践
が

重
要
で
す
。「
現
在
と
未
来
に
責
任
を

持
つ
議
会
」の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。

平
成
史
の
後
に
続
く
時
代
の
明
日
を

見
る
と
き
、三
つ
の
目
と
力
強
い
行

動
の
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。物
事
を

捉
え
る
と
き
、広
く
全
体
を
見
渡
す

視
点「
鳥
の
目
」、細
部
に
注
目
す
る

ミ
ク
ロ
の
視
点「
虫
の
目
」、物
事
の

流
れ
や
変
化
を
捉
え
る
視
点「
魚
の

目
」で
、多
角
的
に
物
事
を
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
」が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
考

え
ま
す
。持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、地
域
社
会
の
現
状

を
も
う
一
度
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。行
政
区
、地
区
、町

の
問
題
や
課
題
、良
き
風
習
、絆
、宝

物
な
ど
き
め
細
か
い
地
域
内
の
状
況

や
情
報
を
集
約
し
ま
す
。さ
ら
に
先

進
的
研
究
な
ど
を
活
用
し
、地
域
社

会
の
未
来
を
予
測
し
て「
未
来
カ
ル

テ
」を
提
示
し
な
が
ら
、地
域
の
皆
さ

ま
と
議
論
や
対
話
を
重
ね
る
こ
と
が

持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
ス
タ
ー

ト
に
な
り
ま
す
。縮
小
社
会
の
時
代

に
向
か
う
中
、地
方
自
治
体
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

自
治
は
一
人
一
人
の
市
民
か
ら
出

発
す
る
も
の
で
す
。「
私
は
こ
れ
を

や
り
た
い
、こ
う
生
き
た
い
」「
こ
ん

な
街
に
し
た
い
」と
い
う
市
民
の
思

い
か
ら
出
発
し
、み
ん
な
の
対
話
に

よ
っ
て
合
意
を
生
み
出
し
、そ
の
合

意
に
基
づ
き
社
会
を
つ
く
る
。市
民

起
点
の
政
策
を
作
り
進
め
る
事
こ
そ
、

地
方
自
治
体
の
生
命
線
で
す
。

　

こ
の
本
質
を
中
心
に
据
え
、議
会

制
民
主
主
義
の
三
つ
の
原
理
で
あ
る

「
代
表
の
原
理
」「
監
督
の
原
理
」「
審

議
の
原
理
」の
も
と
、26
人
の
議
員
の

多
様
性
を
大
切
に
、議
員
の
意
見
か

ら
議
会
の
意
見
に
深
化
さ
せ「
現
在

と
未
来
に
責
任
を
持
つ
議
会
」と
し

て
、三
つ
の
目
と
対
話
を
大
切
に
、市

民
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
政
策
実
現
の

た
め
、議
会
力
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

本
年
も
、市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
く
、開
か
れ
た
市
議
会
を
目

指
し「
チ
ー
ム
登
米
市
議
会
」は
さ
ら

な
る
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、新
し
い
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
一
人
一
人
に
と
っ
て
、実
り
多

き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

Oikawa Masanori

議
長及川昌憲
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　「移動市長室」は10月20日から11月26日まで、市内15
カ所で開かれ、市民と熊谷盛

もり　ひろ

廣市長がまちづくりにつ
いて、意見を交換しました。
　移動市長室は、市長が直接市民の声を聴き、まちづく
りに反映することが目的。10月20日に佐沼高で開かれ
た移動市長室には、佐沼中の生徒も参加。「バスの本数
を増やしてほしい」などの要望や「これからは、私たち
の世代が市のことを自発的に発信して、みんなに知っ
てもらう活動が大事だと思う」という発言などがあり
ました。熊谷市長は、市の未来を考えた高校生ならでは
の意見や頼もしい発言に感心していました。

移動市長室は、女性団体などを対象に旧町域ごとに９回、子育て
世代対象に３回、市内３高校の生徒を対象に３回開催しました。

　「第22 回みやぎ県民文化祭」（宮城県文化協会連絡協
議会主催）は10月27、28の両日、登米祝祭劇場で開かれ、
約1100人が展示作品や舞台の鑑賞に訪れました。
　県内各地の文化協会が参加し、舞台部門は２日間で
43 団体が太鼓演奏や舞踊など、73 演目を披露。展示部
門は、絵画、書道や俳句など約180点の作品が展示され
ました。桃生文化協会で書道を教えている菅原聖

せ せ す

雪さ
ん（73）＝石巻市＝は「県民文化祭には、会員の皆さんと
毎年、研修と親睦を兼ねて鑑賞に来ています。文化活動
の成果を発表できる場があることは、制作に対するや
りがいを生みますね」と話していました。

県内各地から多くの作品や演目が集結し、展示やステー
ジ発表で日頃の文化活動の成果を披露しました。

　「第33回カッパハーフマラソン」は11月４日、登米総
合体育館前を発着点に開かれ、1828人が秋の登米路を
駆け抜けました。レースはハーフ、10㌔、５㌔など28種
目で競われ、ランナーに沿道から温かい声援が送られ
ました。28種目のうち９種目で本市のランナーが上位
入賞しました（３位まで紹介）。

「みやぎの明治村」の町並みや景色を楽しみながら、快走するラ
ンナー。秋晴れの下、心地よい汗を流していました。
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市長、教育長らの答弁に再質問する子供議員。自分たちの未来の
ために、真剣な議論が交わされていました。

　「子供議会2018」（とめ青年会議所主催、渡邊光
こう

太
た

郎
ろう

理
事長）は11月10日、市役所議場で開かれ、市内10校から選
ばれた20人の中学生が、市長らと議論を交わしました。
　議場では、子供議員が議長の発言許可と共に手を挙
げ、演壇で「空き家を有効活用すべき」「交通環境を整備
してほしい」など、普段の生活で感じている意見や要望
を提言しました。畠山瑞

みず

希
き

さん＝中田中２年＝は「市の
さまざまな取り組みや課題を知ることができました。人
口減少や少子高齢化が進む中、地域や年齢に関係なく手
を取り合い、交流していくことが必要だと感じました」
とまちづくりへの関心を高めていました。

　「登米師弟子入り体験ツアー」は11月17、18 の両日、
市内で開かれ、首都圏や県内から応募のあった10人が
参加しました。
　参加者は、ＰＲ動画「登米無双３」のロケ地を巡り、市
の魅力あふれる達人「登米師」と交流したり、はっとを
作って食べたりして市の魅力を堪能しました。参加し
た北澤桃

もも

子
こ

さん（19）＝東京都新宿区＝と張本麗
り

愛
え

さん
（19）＝埼玉県蓮田市＝は「登米無双の動画が好きで、は
っとつみ体験を楽しみにツアーに参加しました。いろ
んな形があってかわいいですね。友達とはっとパーテ
ィーをしたいと思います」と笑顔を見せていました。

「魂
ソウルフード

食の伝承師」として、はっとのつみ方を伝授する高橋信
の ぶ

子
こ

さん。
参加者からは「簡単そうなのに難しい」という声が聞かれました。

　平成30年度県農林産物品評会（県主催）で農林水産大
臣賞を受賞した山内勉

つとむ

さん＝中田町森六荒谷＝（キュ
ウリ）と髙橋龍

たつ

朗
ろ う

さん＝迫町板橋＝（生シイタケ）、本年
10月22日に皇居で行われた新

にい

嘗
な め

祭
さ い

献穀献納式でササニ
シキを献納した千葉利

とし

広
ひ ろ

さん＝豊里町加ヶ巻＝が11月
26日、市役所で熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長に喜びを報告しました。
　過去にも同賞を受賞し、栽培技術の高さと品質の良
さが評価されている３人は「気象状況などにより栽培
は難しいですが、こだわった分だけ良い品質につなが
ります。今後もより良い作物づくりに取り組んでいき
たい」と意欲を新たにしていました。

喜びを報告した千葉さん（左）、山内さん（右から２番目）、髙橋さ
ん（右）。栽培技術の向上にひたむきに取り組み続けています。
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「
平
成
30
年
度
市
政
功
労
者
及
び
文

化・ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」、「
県
文
化
の
日

表
彰
式
」が
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

11
月
３
日（
土
）

登
米
祝
祭
劇
場

67
人
、１
団
体

◉▼
氏
家
英
人（
迫
）▼
菅
原
善
市（
登
米
）

▼
佐
藤
修（
東
和
）▼
千
葉
繁
美（
東
和
）

◉▼
及
川
貞
義（
迫
）▼
高
橋
福
治（
登
米
）

▼
松
尾
嘉
勝（
豊
里
）▼
佐
々
木
誠
逸

（
迫
）▼
千　

伸
一（
迫
）▼
芳
賀
遼
一

（
登
米
）▼
小
出
豊
彦（
東
和
）▼
畠
山
光

雄（
東
和
）▼
蓬
田
忠
嘉（
中
田
）▼
千

　

恵
之（
中
田
）▼
佐
々
木
栄
基（
中
田
）

▼
佐
々
木
隆
俊（
中
田
）▼
秋
山
寛（
豊

里
）▼
目
黒
文
善（
豊
里
）▼
佐
藤
博
昭

（
豊
里
）▼
板
倉
正
則（
豊
里
）▼
加
藤
栄

夫（
米
山
）▼
泉
田
晋
二（
米
山
）▼
及
川

義
人（
米
山
）▼
金
野
芳
春（
石
越
）▼
大

石
昌
弘（
石
越
）▼
佐
々
木
直
斗（
南
方
）

▼
野
田
民
夫（
南
方
）▼
高
橋
昌
良（
南

方
）▼
菅
原
修
一（
津
山
）▼
佐
藤
祐
也

（
津
山
）▼
熊
谷
康
成（
津
山
）▼
佐
藤
直

樹（
津
山
）▼
佐
々
木
広
行（
津
山
）▼
髙

橋
慶
之（
津
山
）

◉▼
清
水
敦
子（
米
山
）▼
伊
澤
裕
子（
涌

谷
町
）▼
須
藤
健
治（
中
田
）▼
高
橋
清

範（
南
方
）▼
佐
々
木
和
枝（
南
方
）▼
小

野
寺
篤
朗（
中
田
）▼
中
田
町
交
通
安
全

団
体
連
絡
協
議
会

◉▼
佐
藤
勝
三
郎（
豊
里
）

11
月
３
日（
土
）

登
米
祝
祭
劇
場

１
１
９
人
、21
団
体

◉▼
千
葉
美
沙
希（
石
越
中
）

◉▼
佐
々
木
杏
理（
北
方
小
）▼
伊
東
雪
奈

（
佐
沼
高
）▼
千
葉
桃
萌
佳（
登
米
総
合

産
業
高
）

◉▼
北
方
小
学
校
自
転
車
ク
ラ
ブ
▼
宮
城

県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
商
業
部

◉▼
佐
藤
キ
ミ
子（
迫
）▼
高
橋
明
輝（
南

方
中
）▼
後
藤
千
葵（
南
方
中
）▼
川
熊

海
斗（
南
方
中
）▼
堀
内
大
誠（
古
川
工

業
高
）▼
髙
橋
龍
之
丞（
石
巻
工
業
高
）

▼
安
達
海
葵（
佐
沼
小
）▼
安
達
斗
我

（
佐
沼
小
）▼
佐
々
木
琉
偉（
南
方
小
）▼

佐
々
木
開
地（
南
方
小
）▼
猪
又
輝
瑠

（
東
和
中
）▼
後
藤
智
大（
南
方
中
）▼
西

條
珠
奏（
津
山
中
）▼
加
藤
光（
秀
光
中

等
教
育
）▼
武
川
史
弥（
佐
沼
中
）▼
保

科
奏
希（
加
賀
野
小
）▼
武
川
史
穏（
佐

沼
中
）▼
浅
野
莉
来（
中
田
中
）▼
保
科

伶
哉（
加
賀
野
小
）▼
須
藤
桂
大（
登
米

小
）▼
安
達
睦
人（
佐
沼
中
）▼
武
川
裕

奈（
佐
沼
中
）▼
熊
谷
篤（
東
和
）▼
川
嶋

太
一（
登
米
小
）▼
秋
山
心
音（
登
米
小
）

▼
髙
橋
愛
宙（
佐
沼
小
）▼
北
浦
心
太

（
加
賀
野
小
）▼
鈴
木
祥
平（
佐
沼
小
）▼

三
浦
宗
大（
佐
沼
中
）▼
及
川
優
花（
柴

田
高
）▼
菅
原
麻
未（
東
北
福
祉
大
）▼

小
野
寺
晃（
中
田
）▼
佐
々
木
明
日
香

（
青
山
学
院
大
）▼
佐
藤
李
香（
星
槎
国

際
高
）

◉▼
佐
沼
中
学
校（
空
手
道
）▼
和
道
会
は

さ
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
迫
）▼
菊
田
道

場
Ａ（
南
方
）▼
菊
田
道
場
Ｂ（
南
方
）▼

中
田
中
学
校
野
球
部

◉▼
及
川
莉
奈（
東
北
生
活
文
化
大
学
高
）

▼
湯
尾
紗
彩（
東
北
生
活
文
化
大
学
高
）

▼
阿
部
愛（
東
北
生
活
文
化
大
学
高
）▼

久
須
田
正（
米
山
）▼
佐
々
木
楓
歌（
佐

沼
中
）▼
及
川
彪
我（
南
方
小
）▼
佐
々

木
謙
伍（
米
山
東
小
）▼
菅
原
朱
莉（
加

賀
野
小
）▼
三
塚
怜
和（
上
沼
小
）▼
菅

原
悟（
石
森
小
）▼
佐
藤
菜
央（
登
米
高
）

▼
阿
部
恭
伽（
登
米
高
）▼
西
條
恵
里
奈

（
登
米
高
）▼
及
川
捺
美（
登
米
高
）▼
酒

井
里
菜（
登
米
高
）▼
伊
東
日
菜
子（
登

米
高
）▼
佐
々
木
美
優（
登
米
高
）▼
佐

藤
千
花（
登
米
高
）▼
成
澤
真
愛（
登
米

高
）▼
松
崎
み
ち
る（
登
米
高
）▼
中
津

川
怜
奈（
登
米
高
）▼
沼
倉
菜
月（
登
米

高
）▼
大
田
崇
史（
登
米
高
）▼
遊
佐
郁

哉（
登
米
高
）▼
永
浦
伊
織（
登
米
高
）▼

（
豊
里
）▼
栁
渕
光
男（
米
山
）▼
柴
崎
至

哉（
米
山
）

◉▼
蓮
沼
さ
と
み（
迫
）▼
門
脇
ち
か
子

（
迫
）▼
安
藤
悦
子（
迫
）▼
及
川
優
子

（
迫
）▼
小
野
寺
し
づ
子（
東
和
）

◉▼
遠
藤
き
く
よ（
迫
）▼
南
浦
洋
州（
石

越
）▼
田
口
政
信（
南
方
）▼
髙
橋
邦
彦

（
迫
）▼
關
嘉
基（
迫
）▼
阿
部
富
夫（
迫
）

▼
金
野
節
子（
迫
）

◉▼
佐
々
木
秋
男（
米
山
）▼
伊
藤
正
浩

（
迫
）▼
上
野
和
弘（
迫
）▼
田
口
則
光

（
迫
）▼
沼
倉
光
明（
東
和
）▼
後
藤
忍

（
中
田
）▼
中
川
大
志（
豊
里
）▼
二
階
堂

純（
石
越
）▼
木
川
田
圭
一（
南
方
）▼
三

浦
悟（
迫
）▼
伊
藤
勇（
迫
）▼
及
川
裕
康

佐
々
木
惟
賀（
登
米
高
）▼
菅
原
茉
倫

（
南
方
中
）▼
白
鳥
和（
南
方
中
）▼
小
野

寺
咲
乃（
南
方
中
）▼
千
葉
元
喜（
豊
里

中
）▼
堀
内
理
央（
佐
沼
中
）▼
渡
邊
留

唯（
東
郷
小
）▼
後
藤
蓮
季（
東
和
中
）▼

後
藤
琉
希（
南
方
中
）▼
後
藤
惇
輔（
南

方
中
）▼
伊
藤
龍（
南
方
中
）▼
角
田
陽

翔（
佐
沼
中
）▼
阿
部
鴻
憲（
加
賀
野
小
）

▼
渡
邊
優
雅（
古
川
工
業
高
）▼
阿
部
隆

磨（
古
川
学
園
高
）▼
佐
藤
倖
雅（
登
米

総
合
産
業
高
）▼
佐
々
木
清
翔（
津
山

中
）▼
伊
藤
大
翔（
登
米
小
）▼
熊
谷
煌

羽（
加
賀
野
小
）▼
髙
橋
聖（
佐
沼
高
）▼

但
木
大
介（
佐
沼
高
）▼
武
山
直
樹（
佐

沼
高
）▼
千
葉
悠
正（
佐
沼
高
）▼
小
泉

宗
士（
佐
沼
高
）▼
渡
邊
廉（
佐
沼
高
）▼

石
川
晴
花（
佐
沼
中
）▼
冨
士
原
和
仁

（
佐
沼
中
）▼
武
山
千
夏（
佐
沼
中
）▼

佐
々
木
琉
奈（
豊
里
小
）▼
佐
々
木
海
依

（
豊
里
中
）▼
遠
藤
健
太（
中
田
）▼
佐
藤

羽
矢（
石
越
小
）▼
阿
部
大
夢（
仙
台
育

英
学
園
高
）▼
千
葉
雄
翔（
南
方
中
）▼

及
川
裕
雅（
中
田
中
）▼
高
橋
萌（
登
米

総
合
産
業
高
）▼
佐
々
木
菜
美（
登
米
総

合
産
業
高
）▼
小
泉
瑠
香（
登
米
総
合
産

業
高
）▼
下
山
謙
信（
小
牛
田
農
林
高
）
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▼
千
葉
星
那（
志
津
川
高
）▼
高
橋
瑞
希

（
福
島
大
）▼
笠
原
奈
菜（
順
天
堂
大
）▼

渡
邊
壮（
順
天
堂
大
）▼
地
紙
奈
（々
佐

沼
高
）▼
大
泉
莉
那（
佐
沼
高
）▼
佐
々

木
孝
行（
豊
里
）

◉▼
登
米
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
▼
豊
里
中

学
校
柔
道
部
▼
佐
沼
中
学
校
柔
道
部
▼

登
米
市
中
学
校
体
育
連
盟
野
球
専
門

部
登
米
市
選
抜
▼
佐
沼
中
学
校（
空
手

道
）▼
和
道
会
は
さ
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
▼
佐
沼
高
等
学
校
水
泳
部
▼
佐
沼
中

学
校
水
泳
部
▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学

校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
▼
佐
沼
小
ク
ラ
ブ

（
陸
上
）

◉▼
小
山
裕
吉（
迫
）▼
中
澤
聖
喜（
米
山
）

11
月
９
日（
金
）

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

◉▼
渡
邊
忠
悦（
南
方
）

◉▼
及
川
幸
男（
迫
）

◉▼
髙
橋
俊
治（
迫
）

◉▼
菅
原
正
道（
東
和
）

◉▼
及
川
祐
宏（
迫
）▼
大
川
俊
司（
米
山
）

▼
鈴
木
秀
彦（
米
山
）▼
高
橋
知
巳（
登

米
）

小
）

◉

▼
佐
々
木
仁
楠（
佐
沼
小
）

▼
菊
田
桔
平（
加
賀
野
小
）▼
八

巻
ゆ
い（
石
越
小
）▼
澁
谷
一
志（
東
郷

小
）

◉

▼
倉
内
悠
星（
登
米
中
）／
森
か

ら
の 

め
ぐ
み
を
受
け
て 

水
が
あ
り

▼
佐
藤
陽
菜（
東
和
中
）▼
千
葉

唯
翔（
中
津
山
小
）▼
畠
山
太
玖（
東
和

中
）

◉

▼
佐
々
木
美
羽（
登
米
小
）／
命

を
つ
な
ぐ
大
切
な
水

◉

▼
黒
田
恵
真（
東
和
中
）／
暮
ら

し
を
支
え
る
水
道
水

※
受
賞
作
品
は
水
道
事
業
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

水
道
事
業
所
水
道
管
理

課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

◉▼
鈴
木
新
一（
南
方
）

鈴
木
湖
遥（
加
賀
野
小
）▼
佐
々
木
夢
姫

（
浅
水
小
）

◉

▼
浅
田
竜
翔（
米
山
東
小
）

▼
佐
藤
七
海（
米
山
東
小
）▼
山

内
さ
く
ら（
浅
水
小
）▼
本
田
未
来
斗

（
米
山
東
小
）

◉

▼
阿
部
瑞
穂（
米
山
中
）

▼
小
田
嶋
智
恵
里（
米
山
中
）▼

栗
原
縁（
米
山
中
）▼
芳
賀
芙
由
奈（
米

山
中
）

◉

▼
千
葉
愛
美
璃（
米
谷
小
）

▼
千
葉
心
璃
愛（
米
谷
小
）▼
本

間
琴
音（
佐
沼
小
）▼
舟
嶋
華
梛（
米
谷

　

市
水
道
事
業
所
は「
第
60
回
水
道
週

間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。図
画
、

習
字
、標
語
、作
文
の
部
で
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
市
内
の
小
中
学
生
、一
般

か
ら
６
６
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
か
ら
、優
秀
な
作
品
を
日
本

水
道
新
聞
社
主
催
の
水
道
週
間
協
賛

懸
賞
募
集
に
出
品
。習
字
の
部
で
佐
々

木
仁
楠
さ
ん（
佐
沼
小
）、作
文
の
部
で

佐
々
木
美
羽
さ
ん（
登
米
小
）、黒
田
恵

真
さ
ん（
東
和
中
）の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ

入
選
し
ま
し
た
。市
コ
ン
テ
ス
ト
の
受

賞
者
は
、次
の
通
り
で
す
。

◉

▼
石
澤
姫
華（
新
田
小
）

▼
寺
﨑
ひ
よ
り（
加
賀
野
小
）▼

小学生低学年の部／石澤姫華（新田小） 図画小学生高学年の
部／浅田竜翔（米山東小） 図画中学生の部／阿部瑞穂（米山中）
習字小学生低学年の部／千葉愛美璃（米谷小） 習字小学生高

学年の部／佐々木仁楠（佐沼小） 熊谷市長（中央）、清野嘉
よ し

男
お

審
査員（右）、須藤勝

か つ

子
こ

審査員（左）と受賞者の皆さん

112233

44

55

66
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申込書は、医療局経営管理部総務課で配
布します。郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、
「採用試験申込書請求」の双方を朱書きの上、宛先を明記し、
120 円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必
ず同封してください
※申込書は、医療局ホームページからダウンロードできます

12月27日（木）～平成31年１月10日（木）
　　　　　午前８時30 分～午後５時15 分［平日］

医療局経営管理部総務課（人事係）
〒987-0511 登米市迫町佐沼字下田中25（登米市民病院内）
☎0220（44）4795

　

新
病
院
へ
の
移
転
作
業
を
安

全
・
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、外

来
診
療
を
一
時
的
に
休
診
し
、入

院
の
受
け
入
れ
を
一
部
制
限
し
ま

す
。ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

完
成
し
た
米
谷
病
院
を
お
披
露

目
し
ま
す
。

１
月
20
日（
日
）

▼
医
療
関
係
機
関
対
象
＝
午
前
９

時
〜
正
午

▼
市
民
対
象
＝
午
後
１
時
〜
４
時

　

１
月
31
日（
木
）、２
月
１
日

（
金
）は
引
っ
越
し
作
業
の
た
め
外

来
診
療
を
休
診
し
ま
す
。

※
外
来
診
療
は
、２
月
４
日（
月
）

か
ら
開
始
し
ま
す

　

２
月
１
日（
金
）は
、現
病
院
か

ら
新
病
院
に
入
院
患
者
を
移
送
し

ま
す
。

　

開
院
と
同
時
に
院
内
処
方
か
ら

院
外
処
方
に
移
行
し
ま
す
。薬
は

院
外
処
方
せ
ん
の
交
付
を
受
け
、

保
険
薬
局
で
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

米
谷
病
院
事
務
局

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
０
０
７

　平成28年６月から建替工事をしていた米谷病院が完　平成28年６月から建替工事をしていた米谷病院が完
成し、２月１日に開院します。成し、２月１日に開院します。
　１階は外来棟、２階は一般病棟、３階は新たに療養病　１階は外来棟、２階は一般病棟、３階は新たに療養病
棟が設けられます。棟が設けられます。
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市
は
、平
成
31
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
、専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
条
件
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内
に
生

計
の
基
礎
が
あ
り
、在
住
し
て
い

る
心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
学
力

＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成
績
が
学

年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た
は
成
績

順
位
が
上
位
50
％
以
内
の
人
▼
家

計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
４
日（
金
）〜
２

月
19
日（
火
）平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
受
け
付
け日

本
学

生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関
が

運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
、貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
平
成
31
年
３
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の

も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
平

成
30
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全

員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻

平
成
29
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入

が
分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記

載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可教

育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

平
成
30
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産
共

進
会
は
９
月
、出
品
部
門
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
審
査
の
結
果
、登
米
市

か
ら
出
品
し
た
牛
や
豚
が
数
多
く
上

位
入
賞
。肉
用
牛
と
肉
豚
の
両
部
門
で

団
体
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、本
市
生
産

者
の
畜
産
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

で
す（
敬
称
略
。最
優
秀
賞
ま
で
を
掲

載
）。

▼
最
優
秀
賞
１
席
＝
小

野
寺
正
人（
迫
）▼
最
優
秀
賞
２
席
＝
大

立
目
敏
夫（
米
山
）▼
最
優
秀
賞
５
席
＝

佐
藤
三
男（
中
田
）▼

最
優
秀
賞
１
席
＝
石

川
信
喜（
南
方
）▼
最
優
秀
賞
３
席
＝
Ｎ・

Ｏ・Ａ（
中
田
）▼
最
優
秀
賞
５
席
＝
船
島

一
芳（
中
田
）

▼
最
優

秀
賞
５
席
＝
千
葉
啓
克（
迫
）▼
最
優

秀
賞
６
席
＝
佐
藤
伸（
豊
里
）

▼
最
優
秀
賞
２
席
＝
登
米
和
牛

育
種
組
合 

佐
藤
浩
志（
米
山
）

▼
最
優
秀
賞
１
席
＝

登
米
和
牛
育
種
組
合 

Ｎ
・
Ｏ
・
Ａ（
中

田
）、石
川
信
喜（
南
方
）、佐
藤
武
彦

（
中
田
）、高
橋
亨（
米
山
）

＝（
第
２
区
若
雌
の
２
）石

川
信
喜（
南
方
）

＝（
第
１
区
若
雌

の
１
）小
野
寺
正
人（
迫
）

▼
体
上
線
賞
＝（
第
２
区
若

雌
の
２
）石
川
信
喜（
南
方
）▼
体
積
・

均
称
賞
＝（
第
１
区
若
雌
の
１
）小
野

寺
正
人（
迫
）▼
斉
一
性
賞
＝（
第
４
区

高
等
登
録
群
）登
米
和
牛
育
種
組
合 

佐
藤
浩
志（
米
山
）

＝
登
米
地
区

▼
名
誉

賞
、農
林
水
産
大
臣
賞
、宮
城
県
知
事

賞
＝
星
俊
之（
迫
）▼
最
優
秀
賞
１
席
、

東
北
農
政
局
長
賞
＝
小
野
寺
信
治（
米

山
）▼
最
優
秀
賞
３
席
＝
ピ
ッ
グ
夢

フ
ァ
ー
ム（
豊
里
）

▼
名
誉
賞
、農
林

水
産
省
生
産
局
長
賞
、宮
城
県
議
会
議

長
賞
＝
佐
々
木
昭（
迫
）

＝
登
米
地
区

産
業
経
済
部
農
産
園

芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

日
本
で
は
、古
く
か
ら
道
具
が

１
０
０
年
も
の
長
い
年
月
を
経

て
、人
間
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

と
、命
を
宿
し「
つ
く
も
が
み
」に

変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。身
近
に
潜
む
ユ
ニ
ー
ク
な
つ

く
も
が
み
の
姿
を
、古
い
道
具
と

と
も
に
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

１
月
17
日（
木
）〜
２

月
10
日（
日
）毎
週
月
曜
日
休
館（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
平
日
）

市
歴
史
博
物
館（
企
画
展

示
室
）

無
料

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

名誉賞、農林水産大臣賞、宮城県知事賞を受賞した「よし号」、名誉賞、農林水産大臣賞、宮城県知事賞を受賞した「よし号」、
石川信喜さん（左）と関係者。石川信喜さん（左）と関係者。
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交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
、消
防

団
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
12
日（
土
）▼
交
通
安

全
指
導
隊
出
初
式
＝
午
前
９
時
30

分
〜
▼
防
犯
指
導
隊
出
初
式
＝
交

通
安
全
指
導
隊
出
初
式
終
了
後

中
田
総
合
体
育
館

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

１
月
13
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

式
典
の
ほ
か
、観
閲
行
進
、

消
防
訓
練
、消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

見
学
な
ど
を
実
施

※
出
初
式
開
催
の
た
め
、午
前
７

時
20
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。火
災
な
ど
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
前
の
市
道

は
、午
前
８
時
50
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

※
当
日
は
、災
害
時
対
応
の
た
め
、

各
町
域
に
団
員
が
待
機
し
ま
す

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

忍
耐
は
苦
し
い 

け
れ
ど

も
そ
の
実
は
甘
い

１
月
25
日（
金
）午
後
６
時

30
分
〜（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

小
学
生
以
上

３
０
０
人

無
料（
要
整
理
券
）

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
、各
教
育
事
務
所（
総

合
支
所
内
）、迫
体
育
館
、登
米
総

合
体
育
館
、中
田
総
合
体
育
館
、市

内
各
地
区
体
育
協
会
、各
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

登
米
市
体
育
協
会

（
中
田
総
合
体
育
館
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
３
０
２

ま り

　

東
北
各
地
の
名
物
グ
ル
メ
を
食

べ
た
り
、日
本
酒
の
仕
込
み
水
を

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
長
沼
の
周
囲

を
走
る「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」を

開
催
し
ま
す
。

３
月
23
日（
土
）、24
日

（
日
）

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク

▼
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
（
約
21
㌔
）／
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
距
離
を
１
チ
ー
ム
４
〜
８

人
で
、た
す
き
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー

▼
Ｋキ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
ス
マ
イ
ル
ラ
ン

（
５
０
０
㍍
）／
参
加
資
格
＝
障
が

い
の
あ
る
小
学
生
以
上
と
伴
走
者

の
ペ
ア
／
招
待
制
種
目
の
た
め
、

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
▼

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
▼
５
㌔
ラ
ン
▼

親
子
ラ
ン（
５
０
０
㍍
）／
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
と
親
▼
ア
シ
ッ
ク

ス
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン（
３
㌔
＝
中

学
生
、高
校
生
／
２
㌔
＝
小
学
生

高
学
年
／
１
㌔
＝
小
学
生
低
学

年
）

２
月
17
日（
日
）（
入

金
先
着
順
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い

w
w
w
.tohokum

arath
on.com

（
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）

☎
０
４
２（
３
７
０
）７
４
３
１

（
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
）

※
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
、受

け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん

▼
登
米

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
東
北

日
本
酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
東

北
風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
▼
東
北
Ｆ
о

о
ｄ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
▼
キ
ッ
ズ
ド

リ
ー
ム
パ
ー
ク
▼
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

※
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

登
米
市
観
光
物
産

協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
６
４
８
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市
の
施
設
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、次
の
方
法
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

清
涼
飲
料
水

（
酒
類
を
除
く
）の
自
動
販
売
機

（
災
害
救
援
対
応
型
）

必
要
書
類（
要
領
、

仕
様
書
な
ど
）を
総
務
部
総
務
課

（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）で
受
け

取
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、募
集
内

容
を
確
認
の
上
、参
加
申
込
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
公
募
設
置
希
望
者
が
複
数
の
場

合
は
、抽
選
で
設
置
者
を
決
定
し

ま
す

１
月
15
日（
火
）〜
２

月
８
日（
金
）

２
月
15
日（
金
）

総
務
部

総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

育
児
の
手
助
け
が
で
き
る
人

（
協
力
会
員
）が
、育
児
の
手
助
け

を
必
要
と
す
る
人（
利
用
会
員
）

を
援
助
す
る
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、

協
力
会
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
▼
自

宅
で
安
全
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
人
▼
市
が
主
催
す
る

協
力
会
員
講
習
会
を
受
講
し
た
人

１
月
16
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）】❶

子
ど
も
の
事
故
、

事
故
防
止
、応
急
処
置
❷
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
❸
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方（
講
話
）、遊
び
方（
実
技
）❹
子

ど
も
の
心
と
体
の
発
達

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

１
月
10
日（
木
）

無
料

※
昼
食
を
持
参
す
る
場
合
は
、南

方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階
）を
利
用

で
き
ま
す
。ご
み
は
、お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い

市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

１
月
13
日（
日
）午
後
１
時

（
受
付
時
間
＝
午
前
11
時
30
分
〜
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、❶
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
ま
た
は
❷
平
成
30
年
９
月
１

日
現
在
、市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
❶
❷
以
外
で
市
成
人
式
に
出
席

を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す

※
式
当
日
は
、送
付
さ
れ
た
案
内

状
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。案
内

状
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８
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税
申
告
で
使
用
す
る
要
介
護
者

の
障
害
者
控
除
と
、お
む
つ
代
医

療
費
控
除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。

認
定
基
準
日（
平
成
30

年
12
月
31
日
、平
成
30
年
中
に
亡

く
な
ら
れ
た
人
は
死
亡
日
）に
65

歳
以
上
で
、要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人

▼
要
介
護
１
〜
３
＝
障
害
者
控
除

▼
要
介
護
４
、５
＝
特
別
障
害
者

控
除

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

場
合
は
、認
定
書
が
な
く
て
も
手

帳
の
提
示
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。要
介
護
４
、５
で
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
は
、手

帳
の
等
級
に
よ
っ
て
認
定
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

寝
た
き
り
で
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
適
用
が
２
年
目
以
降
で
、要
介

護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
よ

り
、寝
た
き
り
で
お
む
つ
が
必
要

な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
場
合（
１
年
目
）は
、

医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
。証
明

書
の
様
式
は
、各
総
合
支
所
市
民

課
窓
口
に
あ
り
ま
す

１
月
４
日（
金
）〜
３

月
15
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
土
日
、祝
日
を
除

く
）

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
認

定
審
査
係
）本

人
ま
た
は
そ
の
親
族

対
象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、申
請
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、写
真
付
き
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
認
定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、住
民
登
録

し
て
い
る
一
人
一
人
に
付
番
さ
れ

た
12
桁
の
個
人
番
号
で
す
。

　

平
成
27
年
10
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る「
通
知

カ
ー
ド
」を
送
付
し
、希
望
者
に

は
、顔
写
真
の
付
い
た「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」を
無
料
で
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要

な
場
面
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証

明
す
る
書
類
と
し
て
利
用
で
き
、

添
付
書
類
を
省
略
で
き
ま
す
。

　

金
融
機
関
の
口
座
開
設
や
パ
ス

ポ
ー
ト
の
新
規
発
給
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認

が
同
時
に
で
き
る
唯
一
の
カ
ー
ド

で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
公
的
な
証
明
書

を
取
得
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
な

ど
、民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
に

利
用
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

送
付
さ
れ
て
い
る「
通
知
カ
ー

ド
」と「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書
」を
使
用
し
て
、交
付
申
請
を

し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

に
署
名
・
押
印
し
、顔
写
真
を
貼
り

付
け
、封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
開
き
、画
面
に
従
っ
て
必
要
事

項
を
入
力
し
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

な
ど
で
撮
影
し
た
顔
写
真
の
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
送
信
し
ま
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
申
請
書
Ｉ
Ｄ

の
入
力
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申

請
に
対
応
し
て
い
る
証
明
写
真
機

か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

　

証
明
写
真
機
の
申
請
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
か
ら「
個
人
番
号
カ
ー
ド
申

請
」を
選
択
し
、撮
影
用
の
お
金
を

入
れ
て
、個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
ま

す
。画
面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要

事
項
を
入
力
し
、顔
写
真
を
撮
影

し
て
送
信
し
ま
す
。

　

申
請
後
お
よ
そ
１
カ
月
半
程
度

で
自
宅
に
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

が
届
き
ま
す
。

　

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
総

合
支
所
市
民
課
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
、個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
、市
民
生
活
部
市
民
生
活
課
ま

た
は
近
く
の
総
合
支
所
市
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い市

民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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◎
諸
証
明
の
発
行
、転
入
・
転
出
な

ど
異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま
せ
ん

◎
出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け
出

は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
振
興
係
）

◎
12
月
30
日（
日
）の
市
民
病
院
の

小
児
科
日
曜
診
療
は
休
診
し
ま
す

各
市
立
病
院
・
診

療
所

登
米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

◎
期
間
中
は
、ご
み
集
積
所
へ
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

◎
１
月
２
日（
水
）、３
日（
木
）は

休
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す

企
画
部
市
民
協
働

課（
地
域
振
興
係
）  

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
振

興
係
）

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

◎
薫く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
長
期
休
館

し
ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　市は、市民の皆さんが安心して市民活
動に参加できるよう、市民活動総合補償
制度を設けています。この制度は、自治
会、市民活動団体やその他市民活動に取
り組む人が、無報酬での公益的な活動中
にけがをしたり、誤って第三者を負傷さ
せたりした場合などの不慮の事故を救済
するためのものです。
　保険料は市が負担し、保険会社と契約
します。皆さんが事前に加入や登録の手
続きをする必要はありません。ただし、全
ての事故を対象とするものではなく、補
償も一定水準ですので、必要に応じて民
間の保険などへの加入もご検討くださ
い。

　市内を拠点として継続的、自発的に市
民活動に取り組む個人や団体で、公益的
なサービスの提供者が対象になります。
　例えばレクリエーション活動の場合、
運営などに携わるスタッフはサービスの
提供者として補償制度の対象になります
が、出場者や応援者などはサービスの受
益者のため対象になりません。

企画部市民協働課（市民活動支援係）
☎ 0220（22）2173　 0220（22）9164

　最寄りの総合支所市民課（市が実施し
た事業での事故は事業担当課）へ連絡し
てください。その後、事故発生から30日以
内に、事故報告書に活動の概要を把握で
きる資料（通知文、お知らせなど）を添え
て提出してください。
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　市は、平成27年３月に「登米市子ども・子育て支援
事業計画」を策定し、より良い子育て支援環境づくり
に取り組むため「安心・子育て・住み続けたいまち・登
米」を基本理念に掲げています。「学びと保育の環境
づくり」を基本方針の一つに設定し「教育・保育の一
体的な提供」を推進しています。
　市は、この基本方針に基づき「登米市市立幼稚園・
保育所再編方針」「登米市認定こども園等の運営主体
に係る指針」を定め、民営化の可能な地域においては
「民設民営」による「幼保連携型認定こども園」の設置
を進めています。
　本年４月には、公共施設の再編による幼保連携型
認定こども園が３園開園し、子どもたちは安全で安
心な環境で、より充実した教育・保育を受けることが

できるようになりました。
　人口減少や少子高齢化などによる厳しい財政状
況の中、今後も必要な機能を持つ施設を効率よく維
持していくため、官民の連携を進めることが大切に
なっています。
「公共施設等総合管理計画」は、
市公式ホームページに掲載し
ています。

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091
※次号は「登米市の公共施設を考える会」で出た意見
などについて掲載します

　

市
は
、地
域
活
性
化
の
た
め
、各

事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
「
こ
て
っ
ち
ゃ
ん
」で
有
名
な

「
エ
ス
フ
ー
ズ
の
登
米
市
へ
の
立

地
に
関
す
る
協
定
式
」は
11
月
16

日
、市
役
所
迫
庁
舎
で
開
か
れ
、

市
は
同
社
の
子
会
社
で
あ
る
エ
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
東
北（
杉
本
充み

つ

史ふ
み

社
長
）と
豊
里
町
内
へ
の
工
場
建

設
の
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、新
工
場
建
設
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
や
地
元
か
ら
の
雇
用
に
配

慮
す
る
こ
と
な
ど
、操
業
開
始
に

向
け
て
相
互
に
協
力
し
て
い
く
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

杉
本
社
長
は「
地
域
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
、愛
さ
れ
る
よ

う
な
企
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
工
業

振
興
課（
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　
「
登
米
市
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株

式
会
社
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定

締
結
式
」は
11
月
19
日
、市
役
所
迫

庁
舎
で
開
か
れ
、市
は
ソ
フ
ト
バ

ン
ク（
池
田
昌ま

さ

人と

Ｃ
Ｒ
Ｓ
統
括
部

長
）と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、農
業
、教
育
、子
育

て
、健
康
増
進
や
観
光
な
ど
の
分

野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
活
用
し
な
が

ら
、地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
市
長
は「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
持
つ
先
進
技
術
、情
報
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
、連
携
を

密
に
し
、市
の
持
続
的
な
発
展
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
産
業

連
携
推
進
課（
産
業
連
携
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９
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㊊
 ☎

㊌
 ☎

㊋
 ☎

㊋
 ☎

　

市
は
、が
ん
治
療
に
伴
う
外
見

の
変
化
な
ど
に
よ
る
精
神
的
負
担

を
軽
減
し
、療
養
生
活
の
質
の
向

上
と
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
し
、

が
ん
の
治
療
を
受
け
た
人
、ま
た

は
受
け
て
い
る
人

※
年
齢
、性
別
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。所
得
制
限
な
ど
、詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
内
に
購

入
し
た
全
頭
用
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
費（
上
限
３
万
円
）

※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

※
申
請
は
１
人
１
台
ま
で

※
毛
髪
付
き
帽
子
、
部
分
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
ケ
ア
用
品
な
ど
は
助

成
対
象
外

３
月
29
日（
金
）ま

で
、必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎0220（22）5511

㊋ ☎

☎

☎

㊌
☎

☎

☎

㊍
☎

☎

☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

さ
い

▼
助
成
金
交
付
申
請

書
▼
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
に

係
る
領
収
書
の
写
し
▼
が
ん
治
療

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書

類
な
ど

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２

期
）の
対
象
者
へ
、本
年
５
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。ま
だ

接
種
を
し
て
い
な
い
人
は
、忘
れ

ず
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

３
月
31
日（
日
）　

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

☎

❶
▶

❷
▶

❸
▶

▶

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎
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迫
　「第28回佐沼地区親子なわとび大会」（佐沼地区子ども
会育成協議会、迫公民館主催）が11月25日、佐沼小学校体
育館で開かれました。
　なわとび大会は「通り抜けとび」「三人仲良く」「親子50
回とび」など、親子競技を含めた５種目で競いました。体育
館の中は肌寒さを感じましたが、親子の絆を深めながら寒
さを吹き飛ばすぐらい元気にジャンプ。参加した親子全員
が終始笑顔で楽しい時間を過ごしていました。

登米
　「登米市消防団登米支団訓練」（消防団登米支団主催）は
11月11日、登米総合運動公園で開かれ、消防団員32人が
訓練に励みました。
　訓練では、遠距離による送水が必要な林野火災を想定し
た中継訓練を実施。サイレンの合図とともに、８台の消防
車両からホースを中継し放水しました。消防団員は、訓練
を通して連携の強化と技術を磨き、消火活動への意識を新
たにしました。

東和
　「米谷公民館クリスマス会」は11月30日、米谷公民館で
開かれ、米谷地区の児童、保護者や東和ジュニアリーダーら
約60人が参加しました。
　クリスマスイルミネーションの点灯式では、明かりがと
もされると参加者から拍手と歓声が上がりました。夕食後
は、室内ホールでジュニアリーダーと子どもたちのレクリ
エーション大会を実施。子どもたちはゲームとダンスを汗
だくになって楽しんでいました。

中田

TOWNS TOPICS

　「宝ミュージアム」（宝江小学校主催、遠藤麻
ま

由
ゆ

美
み

校長）は
11月16日、宝江小学校体育館で開かれ、地域住民約30人が
来場しました。
　宝ミュージアムは、感動や喜びの経験などの目に見えない
地域の「宝物」を、６年生21人が地域の人たちに取材。子ども
たちは会場を訪れた人たちと交流しながら、取材を通して自
分たちが住む地域の身近な物の由来や人の背景について学
び、一つ一つの宝物に込められた思いを発表しました。
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豊里
　「豊里駅前冬の蛍通り点灯セレモニー＆クリスマスパー
ティー」が12月1日、陸前豊里駅前で開かれました。
　点灯セレモニーでは、ヒップホップダンスやエレクトー
ン演奏が披露され、点灯スイッチが押されると、産直がんば
る館やイチョウ並木に付けられた色とりどりのLED約4
万個が点灯。会場からは、一斉に歓声が上がりました。会場
では、サンタクロースが子どもたちにクリスマスプレゼン
トを配るなど、一足早いクリスマス気分を味わいました。

石越
　「まるごといしこしまつり」（同実行委員会主催、工藤貞

さだ

夫
お

実行委員長）は10月27、28の両日、石越総合運動公園、石
越公民館、石越体育センターを会場に開かれ、約２千人の来
場者でにぎわいました。
　まつりのメインとなる28日には、ステージイベント、秋
の展示会、JAまつり、商工まつり、スポーツのつどいなど、
盛りだくさんのイベントを実施。お楽しみ抽選会も開催さ
れ、来場者は石越の秋を満喫しました。

津山
　柳津小学校放課後子ども教室「干し柿づくり」は11月７
日、柳津小学校（太田文

あや

子
こ

校長、児童80人）で開かれ、児童
25人が参加しました。
　地域の干し柿づくり名人３人を講師に迎え、参加児童の
保護者協力のもと、干し柿づくりに挑戦しました。学年ごと
のグループに分かれ、皮むき器や包丁を使って皮をむき、紐
に結び付ける作業を体験。参加した児童は深まりゆく秋を
感じながら、干し柿ができるのを心待ちにしていました。

米山
　「第26回扇状地マラソンinにゅうぜん」（富山県入善町主
催）は11月18日、富山県入善町で開かれ、姉妹都市交流事業
として米山町内の小・中学生16人が参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、沿道からの声援を受けながら参加
者全員が完走しました。３㌔㍍小学生男子の部に参加した中
津山小学校の加藤寿

とし

騎
き

君が11分７秒で６位入賞。翌日は、入
善小学校を訪問し、レクリエーションなどを通して交流と絆
を深め合いました。

南方
　子ども農園事業「大収穫祭」（東郷地区コミュニティ推進
協議会主催、高橋良

りょう

治
じ

会長）は11月17日、東郷公民館で開
かれ、東郷地区の子どもと父兄が収穫を楽しみました。
　子ども農園事業は、農業体験を通じて食の大切さと作る
ことの楽しさや喜びを知ることが目的。サツマイモ掘り、稲
刈りや餅つきを体験しました。昼食会では収穫した取れた
てのサツマイモやつきたての餅を味わい、春に植えたポッ
プコーンをいって加工し、持ち帰りました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　登米図書館では、司書がテーマごとに選んだ本を
数冊詰め合わせた「わくわく読書福袋」を貸し出しま
す。中身は、開けてみてからのお楽しみ。福袋には、心
躍る本がたくさん詰まっています。

１月５日（土）～17日（木）午前９時～午
後５時（福袋が無くなり次第終了）

登米図書館
絵本・児童書が入った子ども向けや、

一般書が入った大人向けなど合計60セット
登米図書館　☎0220（52）5330

　子ども向けは年齢
に応じたお勧めの本
を５冊、一般向けは中
身のヒントを袋に表
示して３冊を詰め合
わせ。普段、自分では手
に取らない本と出会え
る機会です。
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Monthly Hot Communication

Health

蓬

第一条　若い頃から歯を残す「8
はちまるにいまる

020」は元気高齢者への
　　　　第一歩
第二条　歯磨きで寝たきり起こす メリとハリ
　　　　寝てても欠かすな 暮らしの刺激
第三条　歯磨きの介助も 手を出し過ぎず 目を離さず
　　　　自立の気持ちを大切に
第四条　口のリハビリは よくかみ よく食べ よく話す
　　　　合わない入れ歯は早めの修理
第五条　口腔ケアで肺炎予防
第六条　大切な 入れ歯外して お手入れしよう
第七条　舌の動きや口の中も機能低下は起こります
　　　　舌体操 お口の運動 ブクブクうがいが効果的
第八条　体験しよう プロの歯磨き 歯科への通院

※北原・白田ほか地域歯科保健研究会より
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　145㌢でＯ型です。
　中田町の認定こども園さくら幼

稚園で働いていて、４歳児を担当していま
す。幼稚園教諭になろうと思ったのは、何と
なく将来のことを考えた中学生の頃で、保育
士をしていたおばに憧れていたことがきっ
かけです。私自身も卒園した、さくら幼稚園
で働きたいと思っていました。新任のときか
ら、いつも笑顔でいることを心掛けて働いて
います。子どもたちと一緒に行事の準備をし
て、成功したときの達成感や子どもたちの成
長を見ると、幼稚園教諭になって良かったと
感じます。

　最初は人見知りしますが、親
しくなるとたくさん話します。負けず嫌いで
もありますね（笑）。何かをするときは、必ず
最後までやり遂げます。

体を動かすことが好きで、学生時
代は陸上とソフトボールをしていました。今
はスポーツをしていませんが、子どもたちと
毎日マラソンするのが楽しいです。機会があ
ればジムに行ってみたいですね。

　友達と出掛けることが多く、たま
に遠出もします。今年は、車で東京やディズ
ニーランドに行きました。

中学生の頃まで
10 年以上書道をしていたので、もう一度始
めてみようかなと思っています。

　車で出掛けること
が多いので、大きい道路ができて便利になっ
てきたと思います。おいしい食べ物もいっぱ
いあって、中でも登米市産の牛肉は本当にお
いしいと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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2017年１2月18日生まれ
中田町・ 原　寛さんの長男

くん（１歳）

愛
あい

嬌
きょう

たっぷりで周りを明るく笑顔に
してくれる、わが家のアイドルです。

Monthly Hot Communication

Child

くん（３歳） くん（１歳） ちゃん（３歳）

2015年10月21日生まれ
中田町・石森長根　和広さんの次男
お兄ちゃんに毎日鍛えられ、活発に
育っています。

2017年８月17日・2015年６月９日生まれ
中田町・小島　薫さんの長男・長女
いつもニコニコ笑顔の結依と颯汰。
これからもずっと仲良しでいてね。

勇気と感動を届けられる選手に
　ぼくの将来の夢は､プロ野球選手になる
ことです。
　ぼくは、２年生からスポーツ少年団で野
球を始め、今は津山町の柳津小と横山小の
２校合同チームでプレーしています。今年
からレギュラーになり、さまざまな大会で
試合に出場しましたが、思うような結果が
出せず、とても悔しい思いをしました。
　これまでのことを振り返って気が付いた
ことは、自分一人の力では勝てず、仲間と協
力し合う気持ちを持たなければいけないと
いうことです。今までぼくは、自分一人の結
果だけを求めて、仲間と協力する「チームプ
レー」を忘れていました。
　来年は６年生なので、野球ができる環境
に感謝する気持ちを持ち、仲間と一緒に頑
張っていきたいと思います。そしていつか、
メジャーリーグでプレーしている大谷翔

しょう

平
へ い

選手のように、みんなに勇気と感動を届け
られるような選手になりたいです。
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お
見
合
い
だ
っ
た
よ
。好

き
と
か
嫌
い
ど
が
は
な
が
っ
た
ね
。

私
よ
り
親
同
士
が
気
に

入
っ
て
だ
の
。悪
い
人
で
は
な
さ

そ
う
だ
っ
た
か
ら
結
婚
し
た
の
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

の
音
楽
教
室
を
し
て
る
っ
て
聞
い

て
た
か
ら
色
白
だ
と
思
っ
て
た
け

ど
、日
焼
け
し
て
真
っ
黒
だ
っ
た

か
ら
驚
い
だ
よ（
笑
）。

釣
り
が
趣
味
だ
か
ら
、よ
く

一
緒
に
行
っ
た
よ
。お
見
合
い
し
た

日
に
も
釣
り
に
連
れ
で
っ
た
な
。

釣
り
な
ん
て
初
め
て

だ
っ
た
け
ど
、い
っ
ぱ
い
釣
れ
た

「
ふ
る
さ
と
の
未
来
は
」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。幼
少
の
頃
の
私
は
、ガ
キ

大
将
で
子
分
を
従
え
、近
く
の
鹿

ケ
城
公
園
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
、

迫
川
で
は
水
遊
び
な
ど
、懐
か
し

い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。ま
た
、東

京
五
輪
の
ボ
ー
ト
会
場
候
補
と
し

て
話
題
に
な
っ
た
長
沼
で
は
、夏

に
な
る
と
裸
で
ハ
ス
の
花
の
中
を

泳
い
だ
も
の
で
す
。

　

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
３
月
に

佐
沼
中
学
校
を
卒
業
し
、恩
師
で

あ
る
小
野
寺
芳よ

し

雄お

先
生
の
お
か
げ

で
夢
と
希
望
を
抱
き
、集
団
就
職

生
と
し
て
上
京
し
ま
し
た
。８
人

兄
弟
の
次
男
坊
で
進
学
を
言
い
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
高
校
に
進
学
し
た
い
と

心
に
刻
み
、仕
事
に
励
み
ま
し
た
。

仕
事
を
し
な
が
ら
、進
学
意
欲
に

燃
え
て
い
た
と
こ
ろ
、高
校
進
学

Monthly Hot Communication

One's Home

か
ら
楽
し
か
っ
た
よ
。

意
地
っ
張
り
。こ
う
と

い
っ
た
ら
き
が
ね
ん
だ（
笑
）。

神
経
質
で
、思
っ
た
こ
と

を
す
ぐ
口
に
す
る
か
ら
大
変
な
の
。

言
い
た
い
こ
と
を
、は
っ
き

り
言
う
こ
と
。そ
し
て
、嫌
な
こ
と

を
次
の
日
に
は
忘
れ
る
こ
と
だ
ね
。

★

今
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
し
て
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
で
る

け
ど
、い
づ
ま
で
も
現
役
で
い
た

い
ね
。

健
康
が
一
番
。そ
し
て
、

お
父
さ
ん
の
演
奏
を
こ
れ
か
ら
先

も
ず
っ
と
聞
か
せ
て
ほ
し
い
ね
。

バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
を
い
つ
ま
で
も

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、卒
業
後

は
学
校
推
薦
で
金
融
機
関
で
働
き

ま
し
た
。健
康
と
顧
客
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、定
年
後
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
勤
め
、半
世

紀
以
上
社
会
に
奉
仕
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
迫
会
に
入
会
し
た
の
は
、

中
学
の
同
級
生
か
ら
勧
め
ら
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。初
参

加
し
た
第
32
回
総
会
で
は
、会
長

の
横
川
先
輩
に
会
い
ま
し
た
。私

は
、中
学
の
同
窓
会「
辰
巳
会
」の

東
京
世
話
役
を
担
当
し
て
い
た
の

で
、迫
会
へ
の
合
流
を
企
画
し
、第

33
回
総
会
に
臨
み
ま
し
た
。活か

っ

況き
ょ
う

の
総
会
と
な
り
、締
め
に
は
全
員

で「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱
し
、再
会

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

登
米
市
は
合
併
し
て
14
年
を

迎
え
ま
す
。合
併
当
時
の
人
口
は

９
万
１
千
人
で
、平
成
30
年
は

８
万
１
千
人
と
聞
き
ま
し
た
。あ

の
東
日
本
大
震
災
が
な
け
れ
ば
と

悔
や
ま
れ
ま
す
が
、今
の
状
況
で

日
本
の
人
口
の
自
然
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。復
興
に

は
莫
大
な
資
金
と
、何
よ
り
時
間

が
必
要
で
す
。ふ
る
さ
と
は
誇
れ

る
豊
か
な
自
然
、食
物
の
宝
庫
で

す
。原
点
回
帰
し
、安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
皆
で
や
り
遂
げ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

頑
張
ろ
う「
ふ
る
さ
と
」、頑
張

ろ
う「
迫
町
」。
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今
月
は
、と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」の
山
田
忠た

だ

則の
り

取
締
役
管
理
部
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

明
治
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、

欧
風
ア
ー
モ
ン
ド
サ
ブ
レ「
明
治

の
面
影
」と
モ
ナ
カ
ア
イ
ス「
も

ニ
ャ
か
」を
新
商
品
と
し
て
発
売
。

遠
山
之
里
で
し
か
買
え
な
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
す
。「
明
治
の

面
影
」は
お
土
産
に
お
勧
め
。「
も

ニ
ャ
か
」は
抹
茶
、甘
酒
、チ
ョ
コ
、

黒
ゴ
マ
、塩
の
５
種
類
の
味
が
あ

り
、子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
、新
品
種
米「
だ
て
正
夢
」

も
販
売
し
て
い
ま
す
。も
ち
も
ち

し
た
食
感
と
甘
み
の
強
さ
が
特

徴
。市
内
で
は
生
産
量
が
少
な
く
、

数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

定
番
商
品
と
し
て
、冬
季
限
定

商
品
の「
太
白
飴
」も
人
気
で
す
。

　

１
月
２
、３
日
の
２
日
間
、初
売

り
を
開
催
し
ま
す
。初
売
り
で
は
、

豪
華
景
品
が
当
た
る
く
じ
引
き
を

実
施
し
ま
す
。３
千
円
分
の
買
い

物
を
す
る
ご
と
に
１
回
く
じ
が
引

け
、は
ず
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

と
よ
ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、１
月
５
日（
土
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

穭
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市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症

の
患
者
、そ
の
家
族
や
地
域
の
人

な
ど
が
集
ま
り
、情
報
交
換
し
た

り
、お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
場
で
す
。音
楽
の
生
演
奏
を

聴
き
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、心
配

事
の
相
談
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
月
13
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

南
方
公
民
館（
研
修
室
）

５
０
０
円

40
人

▼
Ｎ
Ｏ
Ａ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｅ（
担
当
＝
山
本
）

　

人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
を
考
え
る
集
い
を
開
催
し
ま

す
。入
場
は
無
料
で
す
。

２
月
２
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

▼
基
調
講
演「
伊
豆
沼
・
内

沼
の
取
組
み
―
豊
か
な
自
然
を
こ

れ
か
ら
も
―
」嶋
田
哲て

つ

郎お

氏（
宮
城

県
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団

総
括
研
究
員
）▼
事
例
発
表
「
北
上

川
に
お
け
る
カ
ゲ
ロ
ウ
調
査
」＝

西
條
正ま

さ

典の
り

氏（
と
よ
ま
自
然
生
物

を
考
え
る
会
）

１
０
０
人

事
前
に
電
話
、メ
ー

ル
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

☎
０
９
０（
７
３
２
９
）４
２
７
７

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
担
当
＝
佐
藤
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

　

佐
沼
地
区
地
域
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、佐
沼
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

１
月
27
日（
日
）

迫
公
民
館（
２
階
大
会
議

室
）

▼
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

30
分
／
佐
沼
高
茶
道
部
に
よ
る
お

茶
席
▼
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
／「
佐
沼
亘
理
家
と
伊
達
家
の

つ
な
が
り
」講
演
会 迫

公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

２
月
22
日（
金
）午
後
７
時

〜
／
23
日（
土
）午
後
２
時
〜

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城

無
料（
要
入
場
券
）

往
復
は
が
き
に
、郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、電
話
番
号
、人
数（
１
〜
２

人
）、希
望
公
演
日
を
記
入
の
上
、

応
募
く
だ
さ
い
。返
信
は
が
き
で

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

１
月
25
日（
金
）必
着

※
詳
し
く
は
、東
北
方
面
隊
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い陸

上
自

衛
隊
東
北
方
面
総
監
部
広
報
室

（
定
期
演
奏
会
係
）〒
９
８
３
―

８
５
８
０（
住
所
不
要
）

☎
０
２
２（
２
３
１
）１
１
１
１

県
内
に
居
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人

❶
仙
南
校
❷
大
崎
校
❸
石

巻
校
❹
気
仙
沼
・
本
吉
校
❺
登
米
・

栗
原
校

各
校
40
人

年
間
22
日（
２
学
年
制
）

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
、地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
し
て
必
要
な
内
容
を

身
に
付
け
ま
す

５
千
円

年
間
２
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、必

要
事
項
を
記
入
の
上
、２
月
28
日

（
木
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、宮
城
県
社
会
福
祉

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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▶

▶

▶

　

錦
児
童
館
は
、平
成
31
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
１
〜
６
年
生

錦
学
童
ク
ラ
ブ
30
人
、錦

青
空
学
童
ク
ラ
ブ
30
人

仕
事
な
ど
で
昼
間
保

護
者
が
家
に
い
な
い
家
庭

▼
月
〜
金
曜
日（
下
校

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜
日（
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
）▼
長
期
休

業
日（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７

時
）

有
料

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

45
組
程
度

水
、木
、金
曜
日
の
う
ち

い
ず
れ
か
の
曜
日
を
選
択

※
週
１
回
の
利
用
に
な
り
ま
す

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

無
料（
お
や
つ
代
＝
月
千

円
程
度
、傷
害
保
険
料
＝
年
間

８
５
０
円
程
度
の
負
担
有
り
）

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
入
会
申
込
書
に
、必
要
事
項

を
記
入
の
上
、１
月
31
日（
木
）ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

社
会

福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
錦
児
童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

項
を
記
入
の
上
、郵
送
か
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
送
付
、ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
電
話
、メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可

登
米
祝
祭
劇
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
５

糸info2@
tom
e-syukusai.or.jp

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

■

１
月
19
日（
土
）、20
日

（
日
）、２
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

登
米
祝
祭
劇
場（
練
習
室

１
）

10
人千

円（
要
申
し
込
み
）

■

登
米
市
内
お
よ
び
近
隣
市

町
の
小
、中
、高
校
生

登
米
祝
祭
劇
場
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
、必
要
事

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き
が
い
健

康
課

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

１
月
20
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

１
月
15
日（
火
）

消
防
署
、各
出
張
所

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
者
も
併
せ
て
募
集

消
防
署
救
急
係

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

㊎

㊎
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放
送
大
学
は
、平
成
31
年
度
４

月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。放
送

大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学

ぶ
、通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理

学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、情

報
や
自
然
科
学
な
ど
、約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気

軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回
＝
２
月
28

日（
木
）▼
第
２
回
＝
３
月
17
日

（
日
）

放
送
大
学
宮
城
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１

小
学
３
〜
高
校
３
年

10
〜
20
人

イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
10
コ
ー
ス
か
ら
選
択

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、英
語
研

修
、文
化
交
流
、地
域
見
学
、野
外

活
動
な
ど３

月
24
日（
日
）〜
４
月
５

日（
金
）の
う
ち
６
〜
11
日
間

23
万
８
千
〜
49
万
９
千

円

１
月
27
日（
日
）午
後
３

時
〜
／
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

※
全
国
10
都
市
で
開
催

２
月
１
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
、詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い国

際
青
少
年
研
修

協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　

市
は
、女
川
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

県
と
関
係
市
町
合
同
で
原
子
力
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

１
月
24
日（
木
）午
前
９
時

〜
午
後
１
時

広
報
訓
練

▼
防
災
行
政
無
線
、緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
、市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
広
報

▼
携
帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
配
信

総
務
部
防
災
課

り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
た
め
だ

け
で
な
く
、病
気
・
事
故
な
ど
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
や
家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
頃
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
関
係
届
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
明
記
し
、各
総
合
支
所
市
民
課

も
し
く
は
近
く
の
年
金
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
　

学
生
は
、本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
、各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

で
す
。

◉
　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満（
平
成

28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、30
歳

未
満
）の
人
で
、本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

【☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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類
を
添
付
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い▼
個
人
＝
❶
住
民
票
❷
印
鑑
証
明

書
❸
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
身
分
証
明
書
❹
身
分
証（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
の

写
し
）― 

各
１
通

▼
法
人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書 

― 

各
１

通

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

の
納
付
が
必
要
で
す

▼
自
身
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ

て
、保
険
料
を
自
由（
月
額
２
万
〜

６
万
７
千
円
）に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、農
業
経
営
の
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ

た
保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
▼
認

定
農
業
者
な
ど
農
業
の
担
い
手
に

は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支

援
）が
あ
り
ま
す農

業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

１
月
４
日（
金
）〜
31

日（
木
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

の
期
間
、総
務
部
総
務
課
財
産
係

（
迫
庁
舎
２
階
）で
交
付
し
ま
す

申
込
用
紙
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
総
務
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、次
の
書

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

市
は
、東
北
労
働
金
庫
と
提
携

し
、勤
労
者
の
生
活
の
安
定
を
目

的
に
低
金
利
で
各
種
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

❶
市
内
に
住
所
を
置
き
、

勤
労
し
て
い
る
❷
申
し
込
み
時

の
年
齢
が
満
18
歳
以
上
、勤
続
年

数
１
年
以
上
、前
年
の
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
❸
東
北
労
働
金

庫
の
審
査
基
準
を
満
た
す
こ
と

※
未
成
年
の
場
合
は
親
権
者
の
同

意
が
必
要
で
す

東
北

労
働
金
庫
迫
支
店

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
５
１
１

☎ ☎ ☎ ☎

☎

下田中53番地8
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円
▼
発
効
日
＝
平
成
30
年
12
月
20

日

宮
城
労
働
局
賃
金

室☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
１

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
が
、Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

１
月
21
日（
月
）午
前
10
時

〜
午
後
７
時

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ

の
家
族

☎
０
２
２（
７
２
１
）１
０
９
１

☎
０
２
２（
７
２
１
）１
０
９
２

無
料（
通
話
料
は
自
己

負
担
）

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東

北
弁
護
団
事
務
局（
小
野
寺
友と

も

宏ひ
ろ

法
律
事
務
所
）

☎
０
１
２
０（
７
６
）０
１
５
２

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

登
記
所（
法
務
局
）の
登
記
官
が
、

法
定
相
続
人
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。複
数
の
相
続
手
続
き
が
同
時

に
進
め
ら
れ
、何
度
も
戸
籍
謄
本

な
ど
を
取
得
す
る
必
要
が
な
く
な

り
、手
数
料
も
無
料
。と
て
も
便
利

で
お
得
で
す
の
で
、活
用
く
だ
さ

い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

相
続
し
た
土
地
や
建
物
な
ど
の

不
動
産
は
、不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
法
務
局
へ
相
続
登
記
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　

長
い
間
、相
続
登
記
を
し
な
い

ま
ま
で
い
る
と
、手
続
き
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

　

豊
里
大
橋
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

耐
震
補
強
工

事
に
伴
い
、平
成
31
年
１
月
中
旬

か
ら
約
２
年
間
の
予
定
で
、左
記

区
間
が
終
日
片
側
交
互
通
行
と
な

り
ま
す
。通
過
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、お
急
ぎ
の
場
合
は
、

三
陸
道
な
ど
の
ま
わ
り
道
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
幅
員
２
・
５
㍍
を
超
え
る
大
型

特
車
は
通
行
で
き
ま
せ
ん

東
部
土
木
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所（
道
路
管
理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

　

市
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
、道
路
の

損
傷
な
ど
、不
具
合
箇
所
の
位
置

や
現
場
の
状
況
を
い
つ
で
も
通
報

で
き
る「
市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
」を

導
入
し
て
い
ま
す
。

■▼
専
用
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

ユ
ー
ザ
ー
登
録
＝
❶
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ

ｉ
ｄ
端
末
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ

ｌ
ａ
ｙ
ス
ト
ア
、ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

端
末
は
Ａ
ｐ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
か

ら
「
Ｆ
ｉ
ｘ 

Ｍ
ｙ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ

ｔ
」で
検
索
し
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
❷
ア
プ
リ
を
起
動
し
て

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
氏
名
な
ど
の

必
要
事
項
を
入
力
し
、ユ
ー
ザ
ー

登
録

▼
投
稿
方
法
＝
❶
道
路
で
不
具
合

を
発
見
し
た
ら
ア
プ
リ
を
起
動
❷

不
具
合
の
あ
る
箇
所
の
写
真
を
撮

り
、コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
て
送
信

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
投

稿
な
ど
に
か
か
る
通
信
料
は
、利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

※
市
で
投
稿
内
容
を
確
認
の
上
、

対
応
し
た
内
容
や
状
況
を
随
時
更

新
し
ま
す
の
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
手
軽
に
対
応
状
況
を
確

認
で
き
ま
す

▼
道
路
の
穴
や
倒
木
な
ど
、緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、今
ま
で
と
同

様
、各
総
合
支
所
ま
た
は
建
設
部

土
木
管
理
課
ま
で
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

▼
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も
の

や
内
容
が
不
適
切
と
判
断
し
た
も

の
な
ど
は
、市
で
修
正
・
削
除
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
道
路
に
関
す
る
不
具
合
が
対
象

の
た
め
、そ
れ
以
外
の
整
備
要
望

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

建
設
部
土
木
管
理

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者（
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
が
、改
正
さ
れ
ま
し

た
。次
の
３
業
種
に
該
当
す
る
事

業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、特
定

（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

▼
時
間
額
＝

７
９
８
円
▼
発
効
日
＝
平
成
30
年

10
月
１
日

❶
鉄
鋼
業
▼
時

間
額
＝
８
９
８
円
❷
電
子
部
品･

デ
バ
イ
ス･

電
子
回
路
、電
気
機

械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
▼
時
間
額
＝
８
４
１
円
❸
自

動
車
小
売
業
▼
時
間
額
＝
８
６
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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も
や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
、ど
う

し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
病

院
に
連
れ
て
行
き
た
い
け
ど
、本

人
が
行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い

る
」「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返

し
話
す
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
、気

に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。精
神
科
医
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
25
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

▼
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

▼
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

▼
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

▼
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

▼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

▼
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

▼
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

す
。ま
た
、災
害
復
旧
な
ど
の
緊
急

性
の
あ
る
公
共
事
業
が
遅
れ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、早

め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
宮
城
県
司
法
書
士
会
／
無
料
電

話
相
談
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
後
１
時
〜
８
時

☎
０
２
２（
２
２
１
）６
８
７
０

０
１
２
０（
２
１
６
）８
７
０

▼
仙
台
法
務
局
登
米
支
局（
登
記

相
談
は
要
予
約
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
、何

（平成30年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,625 10,035 10,591 20,626 （19）

登米 1,805 2,317 2,513 4,830 （▲13）

東和 2,363 3,117 3,267 6,384 （▲10）

中田 5,114 7,640 8,009 15,649 （▲21）

豊里 2,142 3,262 3,328 6,590 （▲14）

米山 2,814 4,463 4,626 9,089 （0）

石越 1,581 2,419 2,443 4,862 （▲16）

南方 2,697 4,235 4,400 8,635 （▲6）

津山 1,157 1,563 1,702 3,265 （▲13）

合計 27,298 39,051 40,879 79,930 （▲74）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　冬道の走行は、積雪、凍結などによる滑走事故が多発しま
す。「冬道の安全運転１・２・３運動（１割のスピードダウン、
２倍の車間距離、３分早めの出発）」を実践し交通事故防止
に努めましょう。

（平成30年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 167件 174件 ▲7件

死者数 4人 2人 2人

負傷者数 213人 226人 ▲13人

物損事故
発生件数 1,392件 1,423件 ▲31件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.05 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、事

業
に
必
要
な
資
金
を
金
融
機
関
か

ら
借
り
る
と
き
に
保
証
人
に
な

り
、お
金
を
借
り
や
す
く
な
る
よ

う
に
支
援
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

中
小
企
業
支
援
機
構
、法
務
・
会

計
・
財
務
な
ど
の
専
門
家
、地
方
公

共
団
体
と
連
携
し
、企
業
経
営
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

に
向
け
、経
営
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

☎ ☎ ☎ ☎

を
営
ん
で
い
る
、ま
た
は
こ
れ
か

ら
営
む
人

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店（
大
崎
市
古
川
東

町
５
―
46
）

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２

１
月
25
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４
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「平
成
30
年
度
ふ
る
さ
と
企
業

大
賞
表
彰
式
」（
地
域
総
合

整
備
財
団
主
催
）は
10
月
24
日
、東

京
都
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
開
か

れ
、ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
中
田

町
・
酒
井
實み

の
る

代
表
取
締
役
）が
ふ

る
さ
と
企
業
大
賞（
総
務
大
臣
賞
）

を
受
賞
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
は
、地
域

の
振
興
、活
性
化
に
資
す
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
事
業
者
を
平
成

14
年
度
か
ら
顕
彰
し
て
い
る
。

ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、平
成

25
年
度
に
地
域
総
合
整
備

財
団（
ふ
る
さ
と
財
団
）の
ふ
る
さ

と
融
資
を
活
用
。安
全
安
心
な
農

作
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
目
指

し
、徹
底
し
た
品
質
管
理
が
可
能

な
野
菜
加
工
処
理
施
設
を
整
備

し
た
。従
業
員
は
全
て
市
内
在
住

者
を
雇
用
し
、材
料
の
野
菜
の
多

く
を
地
元
農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い

る
。６
次
産
業
化
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
、地
域
経
済
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
「
今
ま
で
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

き
た
成
果
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し

い
。社
員
全
員
で
も
ら
っ
た
賞
で

す
」と
酒
井
代
表
は
笑
顔
を
見
せ

た
。会

社
を
設
立
し
た
き
っ
か
け

は
東
日
本
大
震
災
。市
内
の

農
家
は
、震
災
で
建
物
や
農
作
物

な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

地
元
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

被
災
し
た
こ
と
で
誰
も
が
農
業
を

辞
め
て
し
ま
い
、登
米
市
の
農
業

が
廃
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

　
「
登
米
市
は
、土
の
質
や
気
候
な

ど
、環
境
に
恵
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
が
生
産
で
き
ま
す
。生
産
者

も
優
秀
で
、質
の
高
い
野
菜
を
作

ろ
う
と
、常
に
研
究
し
て
い
る
人

が
多
い
。そ
ん
な
人
た
ち
の
出
荷

先
と
し
て
野
菜
加
工
業
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
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返
る
。

設
立
に
当
た
り
、「
信
頼
で
き

る
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
い
」

と
、酒
井
代
表
自
ら
一
軒
一
軒
農

家
に
足
を
運
び
、野
菜
を
吟
味
し

た
。ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
理
念

は
生
産
者
に
寄
り
添
う
会
社
で
あ

る
こ
と
。脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
始

め
た
人
に
は
、自
社
以
外
の
出
荷

先
も
紹
介
。時
に
は
、生
産
過
程
の

勉
強
の
た
め
、生
産
者
と
一
緒
に

北
海
道
ま
で
タ
マ
ネ
ギ
畑
を
見
学

し
に
行
く
な
ど
、生
産
者
と
の
信

頼
関
係
を
築
き
あ
げ
て
き
た
。

　

酒
井
代
表
が
、も
う
ひ
と
つ
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
障
が
い
者

雇
用
だ
。酒
井
代
表
が
同
じ
く
代

表
を
務
め
る
中
田
サ
ン
フ
ァ
ー
ム

で
は
、多
い
と
き
で
14
人
の
障
が

い
者
を
雇
用
し
た
。「
誰
で
も
自

分
の
家
族
、親
戚
や
近
所
な
ど
身

近
に
い
る
人
を
見
回
し
た
と
き

に
、必
ず
障
が
い
が
あ
る
人
が
い

る
と
思
い
ま
す
。社
会
で
生
活
す

る
に
は
、障
が
い
者
と
の
共
存
が

必
要
で
す
。彼
ら
は
、清
ら
か
な
心

を
持
っ
て
い
て
、真
面
目
に
仕
事

を
し
て
く
れ
ま
す
」と
優
し
く
微

笑
む
。

　

現
在
ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で

は
、障
が
い
者
の
従
業
員
は
少
な

い
が
、こ
れ
か
ら
雇
用
を
拡
大
し

て
い
く
予
定
。

今
後
は
、地
元
へ
の
加
工
野
菜

の
出
荷
を
増
や
し
、地
産
地

消
の
促
進
を
目
指
す
。息
子
の
酒

井
豊ゆ

た
か

専
務
は「
地
域
に
密
着
し
た

地
元
に
愛
さ
れ
る
会
社
を
目
指

し
た
い
。ベ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
今
後
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」と
話
す
。

　

生
産
者
と
支
え
合
い
、地
元
雇

用
を
大
切
に
し
な
が
ら
、ベ
ジ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
地
域
産
業
の
未

来
を
見
据
え
、新
し
い
時
代
を
刻

ん
で
い
く
。

☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
、お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
ま
す
。先
日
、人
生
初
の
人

間
ド
ッ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、日
頃
の
飲
み
過
ぎ
が
見
事

に
結
果
に
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。来
年
の
目
標
は
お
酒
の
量

を
減
ら
す
こ
と
。今
年
も
同
じ

よ
う
な
目
標
で
し
た
が
、あ
ら

た
め
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
三
浦
）

▼
禄
寿
会
の
皆
さ
ん
を
取
材
し

た
と
き
、豊
里
二
ツ
屋
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
中
は
、終
始

楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。元
気
な

皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
で
、

私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

健
や
か
で
笑
顔
に
な
る
こ
と
が

多
い
年
に
な
る
よ
う
願
い
な
が

ら
、新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い

ま
す
。（
高
橋
）

▼
今
年
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い

き
、最
後
の
月
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
一
年
の
早
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
が
、今
年
は
い
つ
も
以
上
に

早
く
感
じ
ま
し
た
。2
0
1
9

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
大

切
に
広
報
紙
作
り
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
小
野
寺
）

　「無病息災の願いと思いを込め、一つ一つ手間を
掛けて丁寧に作っています」と話す一同。
　豊里町の二ツ屋老人クラブ「禄寿会」（栗村太

ふとし

会
長）は毎年12月、豊里二ツ屋地域活性化センター
に集まり、しめ縄作りに精を出している。しめ縄作
りを始めたのは、昭和47年に日本文化の伝承と地
域活性化のためにと、旧二ツ屋小学校の校長先生
から提案されたのがきっかけ。提案に賛同した当
時の会員が一から勉強し、毎年の恒例行事とした。
　現在は、玄関飾りや門飾りなど、５種類約500
本を作っている。材料は、地元の農家が作付けし、
昔ながらの棒掛けで自然乾燥させた「みやこがね」
のわらを使用。色や艶の良いものだけを厳選して
いる。その質の良さと丁寧な作りが評価され、毎年

迫町の羽黒神社と津山町の柳津虚空蔵尊から依頼
があり、奉納している。質の良いわらが少なく、作
るのを断念しそうになった年もあったが「先輩た
ちが築き上げてきた伝統を絶やしたくない」と、み
んなでわらを探し回り継続してきた。
　禄寿会は「小学生にも、日本古来の縄ない技術を
体験してもらいたい」と、学校支援ボランティアと
して豊里小・中学校３年生の縄ない体験に協力し、
作ることの楽しさを伝えている。
　「時代の流れとともに正月飾りをする家が減っ
てきているのは寂しいが、必要とされる限り日本
文化と先輩たちから受け継いだ伝統を伝承してい
きたい」―。願いと思いが込められたしめ縄が、一
年間の幸せを呼び込んでくれる。

願い願いとと思い思いをしめ縄に込めてをしめ縄に込めて

「「      禄禄
ろ くろ く

寿寿
じ ゅじ ゅ

会会
か いか い

      」」


